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体力の衰え 聴力の衰え 視力の衰え

交通事故に

普段からご家族でご注意を！！普段からご家族でご注意を！！
ように遭わない 起こさない

茨城県民の皆さん！ 高齢者の死亡事故が増えています。

平成30年に茨城県内で発生した交通事故において、
高齢者（65歳以上）の死者数は65人となり、全年代の
5割以上を占めています。
また、都道府県別で見ると茨城県は、高齢者死者数が
全国ワースト10位となりました。
高齢者死者数のうち、約4割が歩行中の事故です。   
特に、道路横断中や夜間の事故が多く、注意が必要です。
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▼歩行中・自転車運転中 ▼車の運転中
●車はアッという間に接近します。
　通り過ぎてから余裕を持って渡りましょう。
●横断歩道のある道路では、必ず横断歩道を渡りましょう。

●見通しが悪い交差点では、徐行が必要。
　一時停止の交差点では、しっかり停止し、出会い頭の
　事故に注意しましょう。

道路を横断する時 車両相互の衝突

停止
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土浦市若松町
3番28号
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●反射材は事故防止に有効なアイテムです。外出の際は必ず
　着用！ドライバーに自分の存在を強くアピールしましょう。

夕方～夜間の外出時 交差点での右折

反射材着用
57m以上 約38m 約26m

明るい服装 黒っぽい服装 ヘッドライト
下向き

◆夜間、ドライバーから歩行者が見える距離（※）

※この結果はJPマークの付いた製品によるもので、面積2.5㎠かつ反射性能117mcd /lux
　以上の反射材を使用

●対向車の陰に隠れて、その後方から直進してくる
　車やバイク、また右後方からの横断者や自転車は
　死角になりやすいので特に注意が必要です。

横断中の死亡事故が全体の約20%！

死亡事故の約3割が交差点や交差点付近で発生しています。

車両相互の衝突による死亡事故が全体の約50%！

家族で確認！家族で確認！ 高齢者の交通事故防止実践

歩行者
4km/hの場合
5秒で6m

自動車
60km/hの場合
5秒で83m


